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佐世保の
見どころ

　市町村合併で新たに加わった佐世保
の見どころや新西海橋、ハウステンボ
スの新しい施設をご紹介します。

御
橋
観
音
と
牧
の
岳
自
然
公
園

　

御
橋
観
音
は
、
旧
平
戸
藩
の
時
代
か

ら
平
戸
八
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
北
側
に

は
、
二
条
の
天
然
の
大
き
な
石
橋
が
架

か
り
、「
御
橋
観
音
」
の
名
称
は
こ
の
石

橋
に
由
来
し
ま
す
。

　

御
橋
観
音
が
あ
る
「
牧
の
岳
」
は
、

吉
井
地
域
の
中
央
に
そ
び
え
、
ま
ち
を

一
望
で
き
ま
す
。
春
は
桜
、
夏
は
緑
、

秋
は
紅
葉
と
四
季
折
々
の
自
然
が
楽
し

め
ま
す
。
自
然
公
園
と
し
て
、
遊
歩
道

や
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
な
ど
も
整

備
さ
れ
て
お
り
、
休
日
に
は
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

【
お
尋
ね
】　
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井
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タ
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世
知
原
炭
鉱
資
料
館

　

長
崎
県
の
北
部
は
、
か
つ
て
炭
鉱
が

栄
え
た
地
域
で
し
た
が
、
現
在
で
は
す

べ
て
閉
山
し
て
い
ま
す
。

　

世
知
原
炭
鉱
資
料
館
で
は
、
炭
鉱
で

使
わ
れ
て
い
た
機
械
や
道
具
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
土
・
日
曜
、
祝
日
に
は
、
元

炭
鉱
マ
ン
に
よ
る
解
説
が
あ
り
ま
す
。

　

資
料
館
は
、
明
治　
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45

年
に
建
て
ら
れ
た
旧
松
浦
炭
鉱
事
務
所

で
す
。
石
造
り
の
洋
風
建
築
で
、
県
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
見
学
方
法
】

　

平
日
は
、
隣
接
す
る
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

土
・
日
曜
、
祝
日
は
、
解
説
者
が
い
ま
す
。

開
館
時
間
は
9
時
〜　

時
。
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【
お
尋
ね
】

　

世
知
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（�
0
9
5
6
・
7
6
・
2
5
1
6
）

石
橋
群

　

吉
井
・
世
知
原
地
域
に
は
、
明
治
時

代
か
ら
昭
和
初
期
に
架
け
ら
れ
た
石
橋

が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

石
橋
群
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
中
で
、
古
き
良
き
石
の
文
化
を
感
じ

さ
せ
る
風
景
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

炭
鉱
が
栄
え
た
こ
ろ
に
、
石
炭
を
満

載
し
た
車
を
通
す
た
め
頑
強
に
造
ら
れ

た
と
い
わ
れ
る
樋
口
橋
な
ど
、
石
工
の

誇
ら
し
い
技
術
が
感
じ
取
ら
れ
ま
す
。

御橋観音の石橋

�樋口橋（吉井町大渡・立石間）
　※市指定有形文化財

倉渕橋（世知原町栗迎・矢櫃間）�
※市指定有形文化財
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宇
久
の
見
ど
こ
ろ

　

宇
久
島
の
中
央
に
位
置
す
る
、
島
内

で
一
番
高
い
「 
城  
ヶ  
岳 
」
の
展
望
台
か

し
ろ 

が 

た
け

ら
は
、
島
内
を
は
じ
め
、
平
戸
島
、
生

月
島
、
条
件
が
良
い
日
に
は
壱
岐
、
対

馬
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

島
の
西
端
に
は
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
に

敗
れ
た 
平
家
盛 
一
行
が
漂
流
し
、
上
陸

た
い
ら
の
い
え
も
り

し
た
と
さ
れ
る
「
平
家
盛
公
上
陸
地
記

念
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
き
れ
い
な
砂

浜
の
「
大
浜
海
水
浴
場
」
な
ど
の
海
水

浴
場
が
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　　
【
お
尋
ね
】

　

宇
久
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
建
設
課
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小
佐
々
の
見
ど
こ
ろ

　
「 
神
崎
鼻 
公
園
」
に
は
、
日
本
本
土
最

こ
う
ざ
き
ば
な

西
端
の
碑
が
立
ち
、
芝
生
広
場
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
神
崎
鼻
は
、
国
土
地
理
院

の
人
工
衛
星
を
使
っ
た
測
量
（
平
成
元

年
）
に
よ
り
、
東
経
百
二
十
九
度
三
十

三
分
、
北
緯
三
十
三
度
十
二
分
と
確
定

し
、
日
本
本
土
最
西
端
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
「
冷
水
岳
公
園
」
で
は
、
4
月
か
ら
6

月
に
か
け
て
平
戸
ツ
ツ
ジ
や
ヤ
マ
ツ
ツ

ジ
な
ど
が
園
内
を
彩
り
ま
す
。
ま
た
、

展
望
台
か
ら
は
、
美
し
い
九
十
九
島
の

眺
め
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　　
【
お
尋
ね
】

　

小
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々
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タ
ー
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設
課
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西
海
橋
と
新
西
海
橋

　

西
海
橋
下
の
針
尾
瀬
戸
は
、
日
本
三

大
急
潮
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
西
海
橋

周
辺
は
渦
潮
を
楽
し
む
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

　

新
西
海
橋
は
、
こ
と
し
3
月
5
日
に

開
通
し
ま
し
た
。
新
西
海
橋
の
自
動
車

専
用
道
路
（
有
料
）
の
下
部
に
は
、
歩

道（
無
料
）が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
歩

道
中
央
部
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の

床
に
は
ガ
ラ
ス
の
の
ぞ
き
窓
が
あ
り
、

真
下
の
渦
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
新
西
海
橋
の
歩
道
と
車
道
は
つ
な

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
歩
道
を
歩
く
た
め

に
自
家
用
車
で
お
越
し
の
際
は
、
国
道

沿
い
西
海
橋
近
く
の
県
営
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
尋
ね
】

　

西
海
橋
観
光
協
会
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ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
新
施
設　
　

　
「
K
i
r
a
r
a
（
キ
ラ
ラ
）」

　

7
月　

日
に
、
新
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
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ト
施
設
・
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス 
I  
F  
X 
シ

ア
イ 
エ
フ 
エ
ッ
ク
ス

ア
タ
ー
「 
K
i  
r
a  
r
a 
」
が
オ
ー
プ

キ 

ラ 

ラ

ン
し
ま
す
。

　

こ
の
新
施
設
は
、
昨
年
の
愛
知
万
博

で
人
気
を
博
し
た
「
三
菱
未
来
館 
＠ 
e

ア
ッ
ト

 
a
r
t
h 　

も
し
も
月
が
な
か
っ
た

ア
ー
ス

ら
」
の
メ
イ
ン
シ
ョ
ー
に
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
独
自
の
プ
レ
シ
ョ
ー
を
加
え
た
も

の
で
、
最
新
鋭
の
映
像
・
音
響
技
術
を

駆
使
し
た
映
像
施
設
で
す
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
で
は
、
体

が
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
宙
に
舞
っ
て
い
る

よ
う
な
感
覚
を
体
感
で
き
ま
す
。

【
お
尋
ね
】

　

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
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▲大浜海水浴場

城ヶ岳展望台�

平家盛公上陸地記念碑�

▲日本本土最西端の碑

▼冷水岳から望む九十九島
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